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の
平
成
19
年
度

予
算
が
、
市
議

会
３
月
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
の
今
年
度
予
算
の
総

額
は
、
前
年
度
か
ら
1.6
％
減
の

１
４
８
億
７
０
０
０
万
円
。

　
歳
入
の
う
ち
、市
税
に
ついて
は

税
源
移
譲
に
よ
り
増
と
な
る
反
面
、

地
方
交
付
税
の
新
型
交
付
税
導
入

に
よ
る
影
響
額
等
を
加
味
す
る
と
、

歳
入
全
体
で
は
昨
年
よ
り
減
少
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、こ
の
よ
う
な
厳
し
い

状
況
に
応
じ
て
行
政
改
革
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、５
つ
の
柱
を
掲

げ
、重
点
分
野
に
は
限
ら
れ
た
財

源
を
重
点
配
分
し
、事
業
を
行
っ

てい
き
ま
す
。　

特別会計等の予算　（1 万円未満端数処理）

特別会計名 予算額 前年比（％）
公共下水道事業 10 億 0,589 万 △ 6.9　
国 民 健 康 保 険 24 億 0,155 万 9.9　
特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業 4 億 7,839 万 △ 0.6　

福祉企業センター 6,393 万 △ 5.0　
住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 事 業 109 万 △ 43.5　

老 人 保 健 医 療 26 億 4,724 万 △ 3.7　
簡 易 水 道 等 1億 7,633 万 5.8　
土 地 取 得 事 業 1,787 万 △ 2.0　
介護サービス事業 488 万 △ 36.5　
農業集落排水事業 3 億 7,807 万 △1.8　

介 護 保 険 19 億 9,143 万 △ 0.6　
ケ ー ブ ル
テ レ ビ 事 業 2 億 4,719 万 4.7　

水 道 事 業 7 億 5,607 万 △1.5　
 合 計 　 101億 6,993 万 0.0　

一般会計歳入
148 億 7000 万円

（※1.6％減）

　　　依存
財

源
（

57.6％）　　　　　　　自
主

財
源

（
42

.4

％）
地方交付税
　57 億円

（38.3％ ※ 0.9％減）

市債（借入金）
7 億 1460 万円

（4.8％ ※ 8.3％増）

国庫支出金
　9 億 9201万円

（6.7％ ※ 23.1％増）
県支出金
　5 億 1358 万円

（3.5％ ※ 3.9％増）
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付
金、株式等譲渡所得割交付金、地方消
費税交付金、自動車取得税交付金、地方
特例交付金、交通安全対策特別交付金
　6 億 4870 万円
　（4.4％ ※ 23.2％減）

分担金および負担金、使用料およ
び手数料、財産収入、寄付金、繰
入金、繰越金
　15 億 9669 万円
　（10.7％ ※ 8.8％増）

諸収入
22 億 4441万円

（15.1％ ※19.5％減）

市税
24 億 6000 万円

（16.5％ ※ 7.0％増）

一般会計歳出
148 億 7000 万円

（性質別）

人件費
20 億 5910 万円

（13.8％ ※ 5.7％減）

扶助費
10 億 3934 万円

（7.0％ ※ 2.7％増）

公債費
23 億 0873 万円

（15.5％ ※ 5.0％減）

普通建設事業費
21億 2599 万円

（14.3％ ※18.2％増）

災害復旧事業費
592 万円

（0.0％ ※ 89.4％減）

物件費
14 億 3197 万円

（9.6％ ※ 0.8％増）

補助費等
13 億 9142 万円

（9.4％ ※ 7.4％減）

貸付金
20 億 7430 万円

（13.9％ ※9.9％減）

繰出金
19 億 5063 万円

（13.1％ ※1.4％増）

その他 4 億 8260 万円
（3.3％ ※0.9％増）

土木費
41億 9041万円
 （28.2％ ※4.7％増）

民生費
28 億 8012 万円

（19.4％ ※1.7％増）公債費
23 億 0923 万円

（15.5％ ※ 5.0％減）

総務費
13 億 0434 万円

（8.8％ ※12.7％減）

商工費
11億 7717 万円

（7.9％ ※ 2.1％増）

衛生費
8 億 4627 万円

（5.7％ ※ 9.6％減）
教育費
8 億 8656 万円

（6.0％ ※ 6.0％増）

農林水産業費
7 億 2657 万円

（4.9％ ※12.9％減）
消防費 4 億 1743 万円
　（2.8％ ※ 6.6%増）

議会費  1億 2098 万円
　（0.8％ ※11.1％減）

災害復旧費、予備費  1092 万円
　（0.0％ ※ 82.0％減）

一般会計歳出
148 億 7000 万円

（目的別）

一
般
会
計
予
算
総
額
は
１
４
８
億
７
０
０
０
万
円
。

５
本
の
柱
を
重
点
に
事
業
を
展
開
。

平成 19 年度 予算

飯
山
市

平
成
19
年
度
の

重
点
事
業
分
野

５
つ
の
柱

①
移
住
・
定
住
促
進
対
策

情
報
発
信
と
環
境
整
備
を
軸
に
取
り
組
み
を
強
化

　
いい
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課

を
中
心
に
移
住
・
定
住
促
進
対

策
の
一
層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
媒
体
・
手
段
を
活

用
し
、
移
住
を
希
望
す
る
方
が

知
り
た
い
情
報
に
つ
い
て
的
確

に
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
住
宅
建
設
補
助
等
を
引

き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、企
業
誘

致
・
通
勤
対
策
等
の
雇
用
の
場

の
確
保
を
強
化
し
、
居
住
環
境
、

雇
用
環
境
等
の
受
け
皿
づ
く
り

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

②
産
業
の
活
性
化

新
幹
線
効
果
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
飯
山
市
づ
く
り
を

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業

を
見
据
え
、７
年
後
の
開
業
ま

で
に
そ
の
効
果
を
具
体
化
し
、活

力
あ
る
飯
山
市
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

考
え
実
施
し
てい
き
ま
す
。

　
ま
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
よ
る
、
地
域
の

資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
観
光
の

推
進
、
商
業
・
工
業
・
農
業
の
振

興
を
積
極
的
に
行
い
、飯
山
市
産

業
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

③
住
宅
・
通
勤
・
通
学
対
策

市
民
が
根
を
下
ろ
し
住
み
続
け
る
た
め
の
環
境
整
備
を

　

住
宅
対
策
は
、
新
町
団
地
跡

地
に
平
成
20
年
度
完
成
を
目
指

し
た
市
営
住
宅
の
新
た
な
整
備

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
は
、
飯
山
市

土
地
開
発
公
社
の
未
分
譲
地

の
分
譲
の
促
進
の
ほ
か
、
新
た

に
安
価
な「
長
峰
公
園
住
宅
地
」

を
売
り
出
す
予
定
で
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
沿
線
の
駐

車
場
等
の
整
備
な
ど
、
市
外
へ

の
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
環
境
整
備
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

④
０
歳
か
ら
の
安
心
・
安
全
、豊
か
な
教
育

他
市
に
先
駆
け
た
福
祉
医
療
特
別
給
付
の
拡
充
も

　
「
子
育
て
お
う
え
ん
券
」を
昨

年
の
半
額
に
し
て
継
続
。残
り
の

財
源
で
小
学
校
低
学
年
ま
で
医

療
費
を
無
料
化
す
る
福
祉
医
療

特
別
給
付
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

ま
た
不
妊
治
療
の
所
得
制
限
を

撤
廃
し
助
成
額
・
助
成
期
間
を

拡
大
、よ
り
治
療
を
受
け
や
す
い

支
援
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、北
部
子
育
て
支
援

セン
タ
ー
の
設
置
、家
庭
児
童
相

談
員
の
増
員
な
ど
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
た
め
の
施
策

を
進
め
ま
す
。

⑤
共
存
、
共
栄
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

新
た
に「
３
世
代
同
居
家
族
感
謝
事
業
」
を
実
施

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
み
て
も
ら

い
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
。こ

う
し
た
田
舎
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
った
３
世
代
以
上
の
同
居
家

族
に
は
、そ
の
慰
労
と
感
謝
の
気

持
ち
で
市
内
の
温
泉
施
設
利
用

券
の
発
行
を
行
い
、今
後
の
３
世

代
同
居
の
推
進
の
た
め
の
動
機
づ

け
を
図
ってい
く
方
針
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
防
災
意
識
の
高

揚
と
体
制
の
整
備
、
医
師
不
足

へ
の
対
応
、
新
た
な
介
護
施
設

の
整
備
な
ど
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

各グラフの※印は
前年度対比です。

地方交付税は昨年比 0.9％減の見込み
　財源不足は借金（市債）と
　貯金取りくずし（基金繰入金）に依存

●飯山市の借金残高（平成 19 年度末見込み）
115 億 3455 万円（1人あたり45 万 7611円）

・18 年度末残高  128 億 8186 万円（見込み）

※1人あたりの数値は、3 月末現在の
飯山市の人口 25,206 人をもとに算出。


